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デジタルの翼と、アナログの温もりと  
～「未来を拓く学び」と「物を大切にする心」の両輪で～ 

学校創造部部長 

 

 手稲の山頂が白く染まり、グラウンドにも雪が積もり始めました。寒さの中でも、子どもたちの歓声は元気

に響いています。保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かい御協力と御支援をいただき、誠にあり

がとうございます。季節の移ろいとともに、子どもたちの学ぶ姿も日々進化しています。今回は、「未来へ羽ば

たくための ICT 活用」と、その足元を固める「物を大切にする心」について少し考えてみたいと思います。 

■ 鉛筆と同じ「日常の文房具」として 

 札幌市の学校に「一人一台端末」が届いて 5 年が経ちました。当初は大

人が身構えていた ICT 機器も、子どもたちは驚くべき順応性で使いこなし

ています。今や端末は特別な機械ではなく、鉛筆やノートと同じ「日常の文

房具」となってきました。端末活用の目的は、単に機器を使うことではな

く、調べて、考え、共有する「主体的・対話的で深い学び」の実現にありま

す。自分の考えをスライドで発表したり、瞬時に意見共有して新たな視点に

気付いたりと、ICT という「新しい翼」を得て、子どもたちの学びの幅は格

段に広がりました。 

■ 「物を大切にする」ことから育つ力 

 一方で、デジタル全盛の今だからこそ、学校全体で「持ち物を大切にする」ことにも力を入れています。一

見 ICT とは無関係に思えますが、クロームブックを丁寧に扱うお子さんは、筆箱の中身も整い、教科書や本な

ども大切にする傾向があります。逆に机上が散らかっていると、端末落下の危険も増してしまいます。誰かに

言われてやるのではなく、自ら考え行動する力。「次に使う人のために」「物を大切にすると気持ちいい」とい

う他者への想像力や感謝の心は、ネット上のマナーや情報を扱う姿勢にもつながっています。貸与された端末

も鉛筆一本も、学びを支える多くの人の思いが込められています。その思いに気付き、物を大切にしようとす

る心は、いつの時代でも人としての土台になるはずです。 

■ 学校と家庭で育む、ハイブリッドな成長 

私たちが目指すのは、最新ツールを使いこなしつつ、鉛筆や消しゴム一つも最後まで大切にする、デジタル

とアナログの良さを兼ね備えた姿です。明日から冬休みです。御家庭でも、端末学習を見守る際、ふと「鉛

筆、短くなってない？」「教科書は折れてないかな？」と、手元の道具たちへも眼差しを向けてみてください。

「大切に使っているね」という一言はきっと、子どもたちの自己肯定感を高め、心を育む栄養になります。新

しい時代の学びと、変わらない大切な心。その両方を、保護者の皆様とともに温かく見守り育てていければと

思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

学校便り 
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  １月の行事予定 

１５ 水 
３学期始業式 

  （全校短縮４時間授業・給食有・１２：５０下校） 

１９ 月 
小中交流事業【八軒東中学校】 

   （全校４時間授業・給食有・１３：１０下校） 

２０ 火 
５年生 幼稚園・保育園交流（グループ別①） 

児童委員会⑫（5年生のみ） 

２１ 水 
6年 被爆体験語り部出前授業 

スクールカウンセラー来校（９：３０～１４：３０） 

２２ 木 
冬季避難訓練 

５年生 幼稚園・保育園交流（グループ別②） 

２３ 金 ５年生 幼稚園・保育園交流（グループ別③） 

２７ 火 ５年生 幼稚園・保育園交流（グループ別④） 

２９ 木 ６年生 八軒東中学校訪問 

３０ 金 

５年生 幼稚園・保育園交流（グループ別⑤） 

職員研修 

  （全校４時間授業・給食有・１３：２０下校） 

帰宅時刻は １６：００！  

御家庭でルールの確認を！ 

 

■冬季学校閉庁日について 
 
 冬季休業中は、平日８時１０分から１６時４０分ま
で職員が出勤しています。御用のある場合や転居に

伴う転校などで緊急の連絡がございましたら、学校

（６３１－６３０６）までこの時間帯に 

お電話ください。 

  なお、１２月２７日（土）～１月 

６日（火）は学校休校日のため、 

職員は勤務しておりませんので 

御承知おきください。  

■スキー学習のボランティアについてのお  

  願い 
 
  学校便り１２月号でもお伝えしましたが、サッポロ
テイネスキー場で子どもたちの支援をしていただけ
るボランティアの方を募集します。グループの最後尾
から一緒に滑り降りてきていただき、立ち上がれな
い子の補助や落とし物の 
確保をしていただく役割 
になります。初級～中級 
斜面を滑ることができる 
程度の技術で十分ですの 
で、是非皆さんの御協力 
をお願いいたします。 
（バス代・リフト代は 
掛かりません。） 
 

■スキー学習及び道具の準備について 
 
 冬休みが明けてすぐ、グラウンドでのスキー学習が始まります。 
 またサッポロテイネスキー場でのリフトを利用してのスキー学習も下記日程で行います。 
        ５・６年・このみ学級      ２月２４日（火） 
        ３・４年                ２月２５日（水）  ※スキー学習の日はお弁当が必要です。 
 ３年生以上はスムーズにリフトの乗降ができるよう、冬休みの間に御家庭で練習していただけるとありがたいです。 
 また、学校でのスキー学習が始まる前の冬休みの間にお子さんとスキー場や公園等で実際に滑りながら、金具の調整
や靴の大きさなどを確かめてください。低学年はスキーウェアの着脱やスキー靴／スキーの着脱、スキー袋を使ったスキ
ーの出し入れなども練習いただき、スキー学習当日はスムーズに学習に取り組めるよう御協力をお願いします。 
 
  冬休み後半には学校にスキーを持ってくることができます。下記期間中にスキーを置きに来校される際は、玄関のイン
ターフォンを押し、お子さんの所属学級とお子さんのお名前、スキーを置きにきた旨を職員にお伝えください。 
 
    【スキーを置くことができる期間】  
              １月７～１５日（土日祝日を除く）  ８：１０～１６：４０ 
 
    【スキー置き場及びスキー靴置き場】 

学年 スキー置き場 スキー靴置き場 

１年 １階北玄関 ２階西水飲み場 

２年 １階北玄関 ４階東水飲み場 

３年 １階北玄関 ３階東水飲み場 

４年 １階体育館前廊下 ４階西水飲み場 

このみ学級 １階北玄関 このみ 3組内 

５年 １階東水飲み場 ３階東水飲み場 

６年 １階体育館前廊下 ２階東水飲み場 

 

 

 スキーはスキー立ての学級表示
を御覧いただき、所属学級のとこ
ろに立てて置いてください。 
 スキー靴は左記場所のブルーシ
ートの上に置いてください。 

 

 


